
しろさと議会だより　№597

藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８

　・七会・桂支所機能の再建を
　・石塚小学校のプールについて
　・学童クラブの施設拡充を
　・常北小学校の職員トイレについて
　
片　岡　藏　之　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９

　・町内河川について
　・町民センターアツマーレについて
　
加藤木　　　直　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

　・高齢者対策について
　・公共放牧場について
　・有害鳥獣駆除対策について
　
河原井　大　介　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11

　・緊急車両が進入できない町道の状況について
　・災害対策について
　・森林資源の活用について
　・DMOの現状と方向性について
　・業務のペーパーレス化について

町
政
を
問
う

一般質問今回４名が質問し、
その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。

【お詫びと訂正】
№58に掲載の一般質問において、誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。

　　　Ｐ.14　１行目答弁	 誤：財政課長
	 正：財務課長
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藤

咲　

七
会
支
所
が

廃
止
さ
れ
、
町
民
は
な

ぜ
廃
止
さ
れ
た
の
か
わ

か
ら
な
い
ま
ま
、
町
に

よ
っ
て
短
絡
的
、
性
急

に
行
わ
れ
た
。
支
所
の

廃
止
に
よ
っ
て
国
保
の

各
種
届
、
介
護
保
険
に

関
す
る
相
談
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
交
付
な
ど

が
出
来
な
く
な
っ
た
。

住
民
に
と
っ
て
ど
れ
も

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
業
務
で
あ
る
。

住
民
に
多
大
な
負
担
が

か
か
っ
た
。
桂
支
所
も

含
め
直
ち
に
支
所
が
支

所
機
能
と
し
て
復
活
す

る
よ
う
人
員
配
置
を
含

め
て
の
対
応
を
強
く
要

望
す
る
。

町

長　

業
務
を
も
う

一
度
点
検
し
、
住
民
の

利
便
性
、
向
上
を
図
っ

て
い
き

た
い
。

藤

咲　

石
塚
小
学
校

の
プ
ー
ル
は
造
設
し
て

48
年
目
を
迎
え
る
。

老
朽
化
が
目
立
ち
水
槽

周
辺
の
足
場
は
ひ
び
が

入
り
、
塗
装
が
剥
が
れ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
安
心
し
て
素

足
で
授
業
を
受
け
る
状

態
に
な
っ
て
い
な
い
。

早
急
な
補
修
改
善
が
必

要
だ
。

町

長　

仮
に
建
て
替

え
す
る
と
２
億
円
か
か

る
。

ホ
ロ
ル
の
湯
の
温
水
プ

ー
ル
利
用
が
将
来
的
に

は
有
効
な
手
段
と
考
え

て
い
る
。

藤

咲　

40
年
間
も
放

置
し
て
お
い
た
の
は
行

政
の
責
任
だ
。
ホ
ロ
ル

の
湯
で
の
授
業
は
移
動

時
間
の
ロ
ス
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
負
担
か

か
る
。
水
泳
授
業
を
自

校
で
行
え
る
よ
う
修
繕

を
求
め
る
。

町

長　

ホ
ロ
ル
の
湯

に
小
学
生
開
放
の
占
有

を
か
け
プ
ー
ル
授
業
が

で
き
る
よ
う
配
慮
し
て

い
く
。

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

《町長》	業務をもう一度点検し、住民の利便
性、向上を図っていきたい。

七会・桂支所機能の再建を

藤

咲　

石
塚
小
学
校
、

常
北
小
学
校
の
学
童
ク
ラ

ブ
の
改
築
に
あ
た
り
、
有
資

格
者
支
援
員
２
人
態
勢
の

確
保
は
安
心
安
全
の
た
め

に
必
要
。
支
援
員
は
子
ど
も

の
健
康
管
理
に
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
る
。
支
援
員

の
処
遇
改
善
と
、
生
活
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
設
備

の
確
保
を
求
め
る
。

町

長　

こ
れ
ま
で
通

り
、
２
人
以
上
の
配
置

の
維
持
確
保
に
努
め
る
。

処
遇
も
嘱
託
臨
時
職
員

な
ど
の
賃
金
単
価
を
参

考
に
す
る
。
資
格
取
得

も
応
援
す
る
。

藤

咲　

常
北
小
学
校

の
職
員
ト
イ
レ
は
子
ど

も
た
ち
と
共
有
だ
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
か

ら
も
別
に
す
る
必
要
あ

り
、
早
急
に
設
置
を
求

め
る
。

町

長　

工
事
費
と
し

て
２
，
０
０
０
万
円
必

要
。
職
員
専
用
ト
イ
レ

と
し
て
は
か
け
す
ぎ
な

の
で
、
工
事
費
が
縮
減

可
能
な
場
所
を
検
討
し

て
い
る
。

石塚小学校プール

石
塚
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て

《
町
長
》

ホ
ロ
ル
の
湯
の
温
水
プ
ー
ル
利
用
が
将
来
的

に
は
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
拡
充
を

《
町
長
》

２
人
以
上
の
配
置
の
維
持
確
保
に
努
め
る
。

常
北
小
学
校
の
職
員
ト
イ
レ
に
つ
い
て

《
町
長
》

工
事
費
が
縮
減
可
能
な
場
所
を
検
討
し
て
い
る
。
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片

岡　

最
近
の
天
候

は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
と
言

わ
れ
、
極
端
な
気
象
状

況
が
発
生
し
て
い
る
。

本
町
も
そ
の
様
な
状
況

が
発
生
し
た
時
が
本
当

に
心
配
さ
れ
る
次
第
で

あ
る
。
以
前
は
土
砂
捨

て
場
が
あ
れ
ば
県
は
底

泥
を
払
っ
て
く
れ
る
と

言
っ
て
い
た
。
土
砂
撤

去
の
区
長
要
望
は
何
件

あ
る
の
か
。

町

長

　

土
砂
撤
去

の
要
望
は
９

件
あ
っ
た
。

県
管
理
の
河

川
は
６
件
あ

り
、
県
に
要

望
し
て
対
応

を
お
願
い
し

て
い
る
。
町

で
は
白
山
グ

ラ
ウ
ン
ド
を

水
切
り
の
た

め
の
仮
置
き

場
と
し
て
使

用
可
能
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
。

片

岡　

白
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
何
㎥
位
入
る
予

定
か
。

町

長　

白
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
脇
の
残
土
置
き
場
に

つ
い
て
は
６
，
０
０
０
㎥

今
年
度
予
算
で
新
た
な

残
土
ヤ
ー
ド
を
設
置
す

る
検
討
委
員
会
を
早
急

に
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

《町長》	新たな残土ヤードを設置する検討
	 委員会を早急に開催したい。

町内河川について

片
かた お か

岡　藏
く ら ゆ き

之　議員

町
民
セ
ン
タ
ー
ア
ツ
マ
ー
レ
に
つ
い
て（
公
開
・
非
公
開
の
看
板
設
置
を
）

《
町
長
》

指
摘
は
受
け
て
お
り
、
設
置
し
て
い
き
た
い
。

白山グラウンド脇　土砂ストックヤード

片

岡　

町
民
セ
ン
タ

ー
ア
ツ
マ
ー
レ
に
つ
い

て
お
聞
き
す
る
。
最
近

グ
ラ
ウ
ン
ド
下
の
駐
車

場
に
多
く
車
が
と
ま
っ

て
い
る
の
が
見
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
ホ
ー
リ

ー
ホ
ッ
ク
の
練
習
を
観

に
来
た
人
が
練
習
が
非

公
開
で
あ
っ
た
、
そ
の

よ
う
な
話
の
中
で
ぜ
ひ

町
民
セ
ン
タ
ー
の
入
口

に
公
開
、
非
公
開
の
案

内
板
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

町

長　

毎
週
の
よ
う

に
中
学
校
、
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
等
の
使
用
で
４
、

５
月
と
住
民
の
利
用
が

昨
年
よ
り
大
き
く
向
上

し
て
い
る
。
６
月
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教

室
も
開
か
れ
定
員
を
オ

ー
バ
ー
し
て
い
る
状
態

で
あ
り
、
駐
車
場
の

不
足
に
つ
い
て
も
今

後
考
え
ら
れ
る
た

め
、
増
設
も
考
え
て

い
る
。
看
板
を
出
し

て
ほ
し
い
と
い
う
指

摘
は
多
く
の
方
か
ら

受
け
て
い
る
所
で
あ

り
、
実
際
に
そ
の
様

な
看
板
を
設
置
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

片

岡　

特
に
サ
ッ
カ

ー
は
地
元
、
地
域
を
大
事

に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
。
各
学
校
を
対
象
と
し

て
城
里
町
の
日
な
ど
に
、

観
戦
を
企
画
し
て
は
。

町

長　

Ｊ
１
リ
ー
グ

昇
格
に
向
け
て
全
町
民

を
挙
げ
て
応
援
で
き
な

い
か
と
私
も
考
え
て
い

る
。
小
中
学
校
に
限
ら

ず
町
民
を
挙
げ
て
応
援

が
で
き
る
か
、
ま
ず
は

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施

し
、
来
年
度
実
施
に
向

け
て
調
査
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
教
育
委

員
会
で
は
水
戸
ホ
ー
リ

ー
ホ
ッ
ク
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
推
進
事
業
協
議
会
の

担
当
窓
口
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
城
里
っ

子
育
成
事
業
と
し
て
町

内
の
子
供
会
を
中
心
に

応
援
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

七会町民センター　アツマーレ
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加
藤
木　

高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
こ
の
町
で
自

分
ら
し
い
人
生
を
全
う

で
き
る
様
な
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
て
の
具
体
的
な

取
り
組
み
、
ビ
ジ
ョ
ン

を
伺
う
。

町

長　

要
介
護
状
態

と
な
っ
て
も
、
こ
の
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

医
療
、
介
護
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
す
る
仕
組
を
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

い
う
。
医
療
、
介
護
、

住
ま
い
の
分
野
に
お
い

て
は
、
平
成
30
年
度
よ

り
整
備
が
進
め
ら
れ
、

生
活
支
援
に
お
い
て
は
、

リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
介
護

予
防
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
な
ど
地
域
支
え

合
い
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
集
い
の
場
を
増
や

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た

体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

加
藤
木　

介
護
保
険
料

の
収
納
状
況
、
滞
納
、

不
納
欠
損
処
理
に
つ
い

て
伺
う
。

町

長　

平
成
30
年
度

の
収
納
率
は
98
％
強
で

県
平
均
並
み
の
収
納
率

で
あ
る
。

長
寿
応
援
課
長　

滞
納

は
、
１
号
被
保
険
者
で

あ
る
。
時
効
に
な
っ
た

者
か
ら
順
に
欠
損
処
理

を
し
て
い
る
。

加
藤
木　

介
護
保
険
料

に
限
ら
ず
他
の
税
に
つ

い
て
も
、
さ
ら
な
る
徴

収
率
の
向
上
を
お
願
い

し
た
い
。

加
藤
木　

公
共
放
牧
場

に
つ
い
て
伺
う
。
昭
和

39
年
事
業
開
始
さ
れ
、

多
く
の
町
村
長
、
獣
医

師
、
農
家
関
係
者
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
ピ
ー
ク

時
に
は
５
０
０
戸
を
超

え
る
繁
殖
和
牛
飼
養
農

家
が
あ
っ
た
。
現
在
は
、

20
戸
強
で
あ
る
が
、
利

用
状
況
、
支
援
状
況
を

伺
う
。
ま
た
、
今
後
の

有
効
な
利
用
の
あ
り
方

は
。

町

長　

現
在
入
牧
牛

53
頭
、
６
軒
の
農
家
が

利
用
し
て
い
る
。
町
と

し
て
優
良
牛
の
生
産
に

影
響
が
で
な
い
よ
う
維

持
管
理
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
く
。

加
藤
木　

現
在
黒
毛
和

種
を
入
れ
て
い
る
が
、

要
望
が
あ
れ
ば
、
他
の

畜
種
も
可
能
か
。

町

長　

組
合
代
表
者

と
協
議
の
上
、
合
意
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

高齢者対策について

《町長》	地域支え合い協議会を立ち上げ、地域に
根ざした体制づくりを進めていく。 加

か と う ぎ

藤木　直
ただし

　議員

加
藤
木　

鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
の
体
制
、
活

動
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、

隊
員
に
箱
わ
な
は
均
等

に
配
布
さ
れ
て
い
る
の

か
。
実
施
隊
の
打
ち
合

わ
せ
会
議
は
年
間
ど
の

程
度
行
わ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

町

長　

身
分
は
非
常

勤
特
別
職
、
現
在
28
名

が
活
動
し
て
い
る
。

農
業
政
策
課
長　

箱
わ

な
の
配
分
は
、
現
在
均

等
の
配
分
と
な
っ
て
い

る
。
打
ち
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
現
地
に
お
い

て
対
応
し
て
い
る
。

矢ノ目沢放牧場

ケアステーション城里（上圷）

公
共
放
牧
場
に
つ
い
て

《
町
長
》

優
良
牛
の
生
産
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
維
持

管
理
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

非
常
勤
特
別
職
28
名
が
活
動
し
て
い
る
。
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河
原
井　

町
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
緊
急
車
両

（
消
防
車
や
救
急
車
）
が

進
入
出
来
な
い
町
道
の

現
状
は
。

町

長　

現
在
、
全
体

で
46
路
線（
町
道
）あ
る
。

河
原
井　

今
後
の
緊
急

性
を
要
す
る
町
道
の
整

備
計
画
（
優
先
順
位
と

定
義
）
は
。

町

長　

都
市
建
設
課

で
は
、
緊
急
関
連
の
町

道
を
同
時
に
何
本
も
施

工
す
る
ほ
ど
人
員
を
抱

え
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

町
道
の
整
備
予
算
と
地

元
の
地
権
者
の
同
意
が

得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が

大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。

河
原
井　

最
近
マ
ス
コ

ミ
等
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
東
京
都
江
戸
川
区
水
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
だ
が
、

江
戸
川
区
役
所
が
配
布
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
水
害
等
に
よ
り
海
抜

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
、
江

戸
川
区
の
約
80
％
が
水
没

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
城

里
町
と
江
戸
川
区
と
の
防

災
協
定
を
結
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
改
め
て
ど
の
よ

う
な
認
識
を
持
ち
、
災
害

時
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

対
応
が
出
来
る
の
か
。

町

長　

基
本
的
に
、

避
難
者
は
城
里
町
内
の
体

育
館
で
雑
魚
寝
し
、
体
力

的
に
耐
え
ら
れ
な
い
高
齢

者
等
は
、
ホ
ロ
ル
の
湯
と

ふ
れ
あ
い
の
里
に
宿
泊
し

て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
城

里
町
で
災
害
が
発
生
し
た

時
は
、
江
戸
川
区
か
ら
応

援
を
も
ら
う
。

河
原
井　

今
年
の
４
月
か

ら
新
た
な
制
度
と
し
て
法

整
備
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
た

森
林
経
営
管
理
制
度
（
適
切

に
経
営
管
理
さ
れ
て
い
な

い
森
林
を
、
市
町
村
が
森

林
所
有
者
に
経
営
的
な
意

向
を
確
認
、
や
り
取
り
を

し
て
、
意
欲
的
な
林
業
経

営
者
に
再
委
託
、
ま
た
は
、

市
町
村
が
直
接
管
理
し
て

森
林
を
維
持
し
て
い
く
事

を
目
的
と
す
る
制
度
）
に
つ

い
て
、
町
の
方
向
性
は
。

町

長　

今
後
、
近
隣

の
市
町
村
や
関
係
機
関

と
森
林
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。

河
原
井　

茨
城
県
も
業

務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
推
し
進
め
る
と
の
新

聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、

城
里
町
の
考
え
方
は
。

ま
た
、
年
間
の
紙
の
金

額
は
。

町

長　

城
里
町
に
お

い
て
も
先
進
市
町
村
の

事
例
を
調
査
し
、
検
討

し
て
い
く
。
平
成
30
年

度
は
、
紙
の
枚
数
は
、

４
３
８
万
枚
、
金
額
で
、

２
９
８
万
円
。

河
原
井　

城
里
町
と
常

陸
大
宮
市
と
の
連
携
事

業
で
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業

（
３
年
間
の
予
算
は
、
約

３
，
０
０
０
万
円
）
は
、

す
で
に
３
年
目
を
迎
え

今
年
は
、
会
社
法
人
を

設
立
す
る
段
階
に
来
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
方

向
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町

長　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、

平
成
28
年
か
ら
常
陸
大
宮

市
と
城
里
町
の
広
域
連
携

事
業
で
あ
る
。
御
前
山
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
、
那
珂

川
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
年
度
内
の
会

社
法
人
設
立
に
向
け
た
各

種
申
請
を
予
定
し
て
い
る
。

河
か わ ら い

原井　大
だい す け

介　議員

《町長》	現在、全体で46路線ある。予算と地権者
の同意が得られるかが重要である。

緊急車両が進入出来ない
町道の状況について

森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

《
町
長
》

今
後
、
森
林
整
備
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
現
状
と
方
向
性
に
つ
い
て

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
…
観
光
地
づ
く
り
の
核
と
し
て
活
動
す
る
法
人

《
町
長
》

年
度
内
の
会
社
法
人
設
立
に
向
け
た
各
種
申

請
を
予
定
し
て
い
る
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

町
内
の
体
育
館
や
ホ
ロ
ル
の
湯
に
避
難
し
て

も
ら
う
。

業
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て

《
町
長
》

先
進
市
町
村
の
事
例
を
調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。


